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2017年告示の小中学校学習指導要領理科では、博学連携が推進されている。プラネタリウムの利用に関して
は、4年生「月と星」、6年生「月と太陽」で記述が見られる。我々は、プラネタリウムの学習投影の現状を理解
するために、プラネタリウム学習投影に関する教員アンケートを行った。この結果、移動手段などの問題から利
用したくてもできない現状があることを明らかにし、それを受けてプラネタリウム学習投影 360度動画を作成し
た (2022年秋季学会Y10b)。
作成した 360度動画を用いて、2022年 9月と 11月に小学校 4年生各 23名、24名を対象とした授業実践を行っ

た。360度動画はYouTubeにアップロードし、限定公開とした。360度動画をYouTubeアプリで再生する場合、
タブレット端末を動かすことで任意の方向を見ることができる。この機能を利用し、児童は太陽や月がどこから
のぼってくるか探して実際の方位の方向に向きながら視聴することが可能になった。実践では、児童は 360度動
画を一人ひとりのタブレット端末で視聴し、太陽の動きについて復習した後、月の動きについて学習をした。
また、プラネタリウム学習投影の効果を検証するために、柏崎市立博物館の学習投影を利用した児童・生徒・

引率教員対象のアンケートを実施した。学習投影実施回数は 56回、児童・生徒と教員の回答数は 1132名、50名
である（2022年 12月現在）。自由記述で「学習投影で勉強になったこと」を記入する欄を設けて出現した要素を
分析したところ、小学校 4年生では、夏の大三角やさそり座など星座に関する内容だけでなく、星の色や温度に
関する記述も見られ、これらも児童の印象に残ったと考えられる。
本講演では、これら 360度動画を活用した授業実践と学習投影アンケートの結果について報告する。


